
　麗寿会では、法人内の取り組みやサービス内容一覧、採用情報などの情報掲載を見直し、2017年12月に
ホームページのリニューアルを行いました。今や情報化社会が進む中で、社会福祉法人だけに限らず、あらゆ
る組織の透明性が求められる時代となってきました。当法人でも、自分たちの事業活動を誰からもわかるよう
に情報公開する必要性を痛感しております。また、これらの取り組みを理解してもらうことは今後も必須である
と捉えています。
　広報の目的は“理解をしてもらうこと”、そして“人の心を変えること”“人を動かすこと”であると考えます。
当法人では、広報委員会を組織し、広報誌「こもれび」や求人誌「With」、総合パンフレットの発行をメインに
取り組みを積み重ねてきました。ホームページのリニューアルにあたっても、委員会メンバーとの打合せを経て
デザインや各ページの構成、コンテンツ内容を検討し、新たな取り組みの第一歩として今日に至っております。
　最近の広報活動の取り組みをみていると、一方的に特徴や活動内容を発信するだけでなく、「親しみをもてる
こと」や「共感できること」を掲載内容に取り上げる組織が増えてきている傾向があります。サービスを利用し
たい方々だけでなく、就職活動に取り組まれている方、地域住民などそれぞれのターゲットに応じて伝わりや
すい方法で伝えていくことが必要だと感じています。
　また、当法人ではリクナビの登録により、就職活動を行う多くの求職者に向けて、企業説明会の予約、採
用面接のエントリーができるようになりました。法人のPR動画も配信しておりますので、パソコンやスマートフォ
ンより『麗寿会』と検索の上でぜひご覧になってみてください。
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　医療介護現場の慢性的な人手不足が続く中、生産性の向上は業界全体の大きな課題となっています。
　所謂ＩＣＴ化や介護ロボットと言われる分野は幅広く、当法人も、「パロ」と呼ばれるコミュニケーションロボットを他社に先駆け導
入して以降、介護記録の電子化にも積極的に取り組んで参りました。
　昨年は一部特養の現場において、試験的にインカムと呼ばれる構内無線の使用を始めたところ、職員全員でリアルタイムに情報
を共有でき、又作業の手を止めることなく業務に従事できると早くも効果を実感しているところです。
　今年度は補助金も活用し、ベッドのマットレスの下にセンサーを敷いて、体動（寝返り、呼吸、心拍）を測定する‘ 眠りＳＣＡＮ‘を
導入する計画です。睡眠状態を把握・記録し、パソコンや携帯端末からモニタリングできる上、起き上がりや呼吸数など利用者の状
態の変化をアラームで通知してくれるので、速やかに適切な対応ができ、夜間職員の心理的不安軽減に資すると期待しています。
　今後も介護をサポートするツールとしてさまざまな機器を活用し、職員の負担軽減を図り、専門的業務に集中できる環境を整えて
参ります。

理事長　大屋敷  幸志



　ふれあいの泉では、地域との共生社会を深めようと積極的にかかわっています。地域の文化祭にご利用者
の作品を出展したり、地元今泉自治会の盆踊り大会に毎年焼きそばを出店したりと関わり、設営準備から自
治会の方と一緒に行なっています。又、ふれあいの泉納涼祭に
は、大船中学校ボランティア部の生徒や地域のボランティアさ
んにお手伝いを頂きました。
　今後も、地域に根ざした施設づくりに努めて参ります。
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8 麗寿会NEWS 8 編 集 後 記

6 麗寿会の地域での取り組みの紹介
7 平成30年度経営状況の報告

　日頃より当事業所の運営にご理解・ご協力
を賜り誠にありがとうございます。当事業所
は10月1日をもちまして開所3年を迎えました。
これもひとえに皆様方のご支援とご指導の賜
物と深く感謝しております。特段、ご入居者
のご家族様、ボランティアをはじめ地域の皆
様に大きく支えられ、ここまで前に進むこと
ができました。これまでの学びと経験を活か
し、これからは地域の社会資源の一つとして、
地域の皆様のお力となれる信頼ある施設運営
に努めてまいります。引続き、宜しくお願い
致します。
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フルートピアノ演奏会
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ふれあいの森
SOSネットワーク事業について
　R1. 5. 30に茅ヶ崎市・寒川町認知症高齢者及び障害児（者）行方不明SOSネットワーク連絡協議会が開
催されました。ふれあいの森ではH10年から事務局を勤めておりますが、登録者数、利用者数とも年々増
え続け、H31年3月末時点で登録者は248名、H30年度の利用件数は93件にもなりました。幸いなことに殆
どの方が概ね24時間以内には無事に保護されていますが、今後も認知症高齢者の増加が見込まれる中、
地域貢献活動としてのSOSネットワーク事業への取り組みがより重要なものとなってくることを感じてお
ります。

ふれあいの里
　ふれあいの里では、7月28日（日）に小出コミュニティーセンターで開催されました。第26回小出コミ
センまつりに模擬店で出店し、施設入居者の皆様と共に地域行事へ参加させていただきました。
　開催前日まで、台風の影響により天候が心配されていましたが、当日は30度以上の猛暑の中で、当施
設の「冷やしパイン・冷やしマンゴー」を味わっていただき、参加された皆様も大いに楽しまれ賑わいま
した。

■予防体制の構築 ■ネットワークの協力体制

自宅～ご近所
一次予防
●本人の安心
●介護者・ご近所の
　認知症の理解

町
二次予防
●安心して
　出歩ける町や
　支援の構築

広 域
三次予防
●SOSネットワーク
　の構築
●早く探す
●安全に助ける

本人
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　ケアセンター茅ヶ崎元町では、通所介護、訪問介護、居宅介護支
援の３事業を柱として、更に市の公共施設という観点から自主事業を
隔週の日曜日におこなっています。
　地域の福祉総合相談窓口として、主任介護支援専門員を中心に窓
口での対応を行っております。さらに、２ヶ月に１回、地域の方々をお
招きし、包括支援センターゆず主催協賛事業で「男の珈琲の会」を地
域の元バリスタの方のご協力で開催しております、ご興味のある方は
是非ともご参加お待ちしております。

ケアセンター茅ヶ崎元町

　新元号に変り早や半年が経過致しました。本年度は「ふれあいの家　みのり」としてグループホームの名称に
も用いている「家」としての機能は何かを改めて考えながらスタート致しました。
　年度当初には月一回開催しているスタッフの会議で私たちがケアにあたる基本姿勢として「いごこちイイネ・
みのり」と言う表題で下記の様なクレドを制定しました。
　また、「地域で暮らす」ことの意義、生
活者としてのご利用者の楽しみ等を考え、
日々の日課に地域に出るプログラムを設
け、住吉神社を始め近隣への散歩や理
髪店・美容室へ直接出向き利用する機
会を設ける等、ご利用者の生活の充実
にむけ取り組んでおります。

ふれあいの家 みのり
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鶴嶺西地区地域包括支援センターみどり
　鶴嶺西地区地域包括支援センターみどりでは8月29日に【地域の支え
手同士の連携を図る】目的で地域ケア会議を開催しました。地域の民
生委員、ボランティアセンター職員、ケアマネジャー、社協・市の職
員、包括相談室総勢46名の大会議となりました。各々の役割を確認し、
グループワークを通し実践上の連携について確認・共有でき、有意義
でした。次回は、事例を用いて顔の見える関係づくり“地域ケア会議第
二弾”を開催する予定です。

茅ヶ崎地区地域包括支援センターゆず
　茅ヶ崎地区地域包括支援センターゆずでは9月26日に男性のための料
理教室を開催いたしました。少人数の男性参加者で和気あいあいと料
理作りを楽しみました。作った料理は本格的な「パエリア」ですが、と
ても簡単なレシピで大成功に終えることができました。

4月：寒川中央公園への桜花見、やはり花より団子でした。ボランティアさんのお手伝いもあって楽しん
できました。
8月：日本の風習、お盆の迎え火、送り火をこすもすでは例年行い皆さん両手を合わせご先祖様や亡き
方々を偲んでいました。夏祭りでは盆踊りや出店（射的、ヨーヨー釣り等）、浴衣を着て楽しみました。
9月：3階にある子育て支援センターにお呼ばれ。子
供たちに交じりウクレレを鑑賞しました。音楽より
子供たちを見ている方が多く微笑ましい光景でした。

ふれあいの家 こすもす

お花見 ３F ウクレレ演奏会

小出地区地域包括支援センターわかば
　2019年7月28日（日）に小出コミセン祭りが開催されました。地域包
括支援センターわかばが開所してから継続してブースを出させていた
だき、今年で6年目となります。当日は前日からの台風による雨の影響
で開催されるかが心配されましたが、開会と同時に雨も上がり、絶好
の天気の中開催されました。今年は湘南医療大学の看護学生が実習と
してお手伝いに来て頂き、血圧測定、健康相談だけでなく、体組成計、
握力測定も行いました。多くの地域住民に来場して頂き盛況の中終了
する事ができました。地域との連携の大切さを改めて学ぶ良い機会と
なりました。



　社会福祉法人は、地域社会において制度の狭間となっている福祉ニーズ・生活問題に、組織本来の使命
として主体的に取り組むことが必要です。厚生労働省の検討会においても、社会福祉法人は、古くから社
会福祉事業の主たる担い手として活動している民間法人であり、既存の福祉サービスを担うのと同時に、非
営利法人として、制度や市場原理では満たされない様々な社会生活上の困難を抱える者に対して、日常生活
の支援を含むトータルなサービスを提供したり、他の経営主体で担うことが必ずしも期待できない福祉サー
ビスを積極的に実施・開発していく必要性を指摘されています。
　社会福祉法人麗寿会では、茅ヶ崎で平成3年に法人として産声をあげて以来、地域住民の皆さまのニーズ
に対応すべく様々な活動を行ってきました。今現在でも地域に寄り添うことを一番に考え日々の活動に取り組
んでおります。下記はその一部となります。

◆ ふれあい福祉講座   年 5 回   法人主催　　 
◆ ふれあいカフェ（オレンジカフェ）   年 12 回   森居宅・里・わかば共催 
◆ シニア体操教室   年 12 回   里・わかば共催　 
◆ コミセン祭り（小出地区・茅ヶ崎地区）   里・わかば・ 元町・ゆず参加 
◆ 認知症サポーター養成講座   随  時   新北陵高校、金融機関等　4包括 
◆ 男のコーヒーの会   年 6 回   元町・ゆず共催 
◆ 脳血管障害当事者の会   年 6 回   元町・ゆず共催 
◆ ゆずクラブ   年 6 回   ゆず主催 
◆ 脳活クラブ   年 12 回   みどり主催 
◆ ふれあいカフェ（みら種カフェ）   年 5 回   泉・泉包括 
◆ ふれあいの麗寿防災協定   麗寿
　 等々
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主な地域での取り組み一覧

男性の珈琲を楽しむ会（気兼ねなく珈琲と談笑を）

ゆずクラブ（誰でも参加自由な体操教室）

ふれあいカフェ（認知症当事者、ご家族の集い）
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第１号第１様式

法人名：社会福祉法人　麗寿会 （単位：円）

予 算（A） 決 算（B） 差異（A）－（B） 備 考
事業活動による収支
　　収　入
　　　介護保険事業収入
　　　老人福祉事業収入
　　　借入金利息補助金収入
　　　経常経費寄附金収入
　　　受取利息配当金収入
　　　その他の収入
　　　流動資産評価益等による資金増加額
　　　　　　事業活動収入計（1）
　　支　出
　　　人件費支出
　　　事業費支出
　　　事務費支出
　　　利用者負担軽減額
　　　支払利息支出
　　　その他の支出
　　　流動資産評価損等による資金減少額
　　　　　　　事業活動支出計（2）
　　　事業活動資金収支差額 （3=1－2）
施設整備等による収支
　　収　入
　　　施設整備等補助金収入
　　　施設整備等寄附金収入
　　　設備資金借入金収入
　　　固定資産売却収入
　　　その他の施設整備等による収入
　　　　　　施設整備等収入計（4）
　　支　出
　　　設備資金借入金元金償還支出
　　　固定資産取得支出
　　　固定資産除却・廃棄支出
　　　ファイナンス・リース債務の返済支出
　　　その他の施設整備等による支出
　　　　　　施設整備等支出計（5）
　　　施設整備等資金収支差額（6=4－5）
その他の活動による収支
　　収　入
　　　長期運営資金借入金元金償還寄附金収入
　　　長期運営資金借入金収入
　　　長期貸付金回収収入
　　　投資有価証券売却収入
　　　積立資産取崩収入
　　　その他の活動による収入
　　　　　　その他の活動収入計（7）
　　支　出
　　　長期運営資金借入金元金償還支出
　　　長期貸付金支出
　　　投資有価証券取得支出
　　　積立資産支出
　　　その他の活動による支出
　　　　　　その他の活動支出計（8）
　　　その他の活動資金収支差額 （9=7－8）
　　予備費支出（10）

　　当期資金収支差額合計（11=3+6+9－10）　

　　前期末支払資金残高（12）
　　当期末支払資金残高（11+12)

勘定科目

法人単位  資金収支計算書
（自）平成30年4月1日　（至）平成31年3月31日  

　
　

1,789,160,623
74,060,000

0
268,000

447
14,997,930

0
1,878,487,000

　
1,293,042,481

239,559,235
236,765,284

280,000
10,730,000

110,000
0

1,780,487,000
98,000,000

　
　

1,800,000
0
0
0
0

1,800,000
　

57,252,000
430,920

0
160,600

0
57,843,520
56,043,520

　
　
0
0
0
0

4,347,000
0

4,347,000
　
0
0
0

8,601,500
0

8,601,500
4,254,500

0
　

37,701,980

0
37,701,980

　
　

1,788,793,459
73,854,601

0
268,000

5,542
15,754,601

0
1,878,676,203

　
1,287,883,022

242,668,915
243,808,668

523,833
10,406,772

495,674
0

1,785,786,884
92,889,319

　
　

1,800,000
0
0
0
0

1,800,000
　

57,252,000
1,054,250

0
2,499,444

234,000
61,039,694
59,239,694

　
　
0
0
0
0

37,359,390
24,720,000
62,079,390

　
0
0
0

37,774,000
24,207,000
61,981,000

98,390
　
　

33,748,015
　

428,747,132
462,495,147

△

△

△

　
　

367,164
205,399

0
0

5,095
756,671

0
189,203

　
5,159,459
3,109,680
7,043,384

243,833
323,228
385,674

0
5,299,884
5,110,681

　
　
0
0
0
0
0
0
　
0

623,330
0

2,338,844
234,000

3,196,174
3,196,174

　
　
0
0
0
0

33,012,390
24,720,000
57,732,390

　
0
0
0

29,172,500
24,207,000
53,379,500

4,352,890
0
　

3,953,965
　

428,747,132
424,793,167

　
　

△
△

△
　

△
△
△

△

△

　
　

　

△

△
△
△

　
　

△
△
△
　

△
△
△
△

　

　
△
△
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　先日、茅ヶ崎市主催の「ちがさきオレンジＤａｙ」に出席してきました。
　‘認知症高齢者等に対するやさしい地域づくり‘を目的に、今年で２回目の開催です。
　当法人も、徘徊高齢者ＳＯＳネットワーク事業をテーマとしたパネルディスカッション＆寸劇に
参加させて頂き、市民の関心が高まっていることを強く感じました。
　麗寿会は、元 「々認知症ケア」では業界内でも先駆的な存在でしたが、この数年は強みであ
る特性が薄れてきたことを感じ、年末までに全職員が「認知症サポーター養成講座」の受講を目
指しています。
　又中堅職員が中心となって、パーソンセンタード・ケアや最先端のユマニチュードの取り組みを
行い、個人を尊重するケアに一層力を入れ、介護現場のより良き変革につなげていく所存です。

法人事務長　鳥羽　芳弘
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　社会福祉法人麗寿会
では、行事やイベント、
各施設の取り組み等を
『facebook』にて随時公
開しております。
　麗寿会WEBページか
らのリンク、もしくは本誌
QRコードからアクセス
できますので、ぜひご
覧頂ければと存じます。

麗寿会ＮＥＷＳ
雑誌『厚生労働』2019年7月号で
ケアセンター茅ヶ崎元町の通所介
護を取り上げていただきました。

雑誌『地域介護経営』2018年12月
号でふれあいの麗寿を取り上げて
いただきました


